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はじめに

（１）目的

次期総合計画を策定するにあたり、計画の前提となる将来人口等について推計を行い、人口規模及び構

造からみた今後の課題を明らかにすることを目的とする。

（２）国・県・本市の人口の状況

①日本の人口

国勢調査における日本の総人口は 2010 年の 128,057 千人がピークとなり、それまで増加傾向であ

ったものから減少に転じている。実績値として最新の 2015 年は 127,095 千人となり、5 年間で 963

千人減少した。

国立社会保障・人口問題研究所による「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」では、今後、日本の

人口は長期の減少過程に入り、その減少速度も加速していくと見込まれている。

日本の人口及び将来推計人口

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」
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人口動態を年齢４階級別に見ると、少子高齢化の影響により「0～14 歳（年少人口）」及び「15～64

歳（生産年齢人口）」が減少している一方、「65～74 歳」及び「75 歳以上」は増加している。特に、「15

～64 歳（生産年齢人口）」の減少は、近年の労働力不足に大きな影響を与えている。また、2015 年に

は「0～14 歳（年少人口）」が「65～74 歳」及び「75 歳以上」を下回っており、本格的な少子高齢社

会を迎えたと言える。

推計人口を見ると、「0～14 歳（年少人口）」及び「15～64 歳（生産年齢人口）」は減少が続く一方で、

「65～74 歳」は 2015 年、「75 歳以上」は 2030 年をピークに減少することが見込まれている。高齢化

の影響により高齢者人口が増加する一方で、少子化の進展が高齢者人口の伸びを抑制している。「65～

74 歳」は、現在の労働力や地域活動など社会参加の担い手として期待されている一方、今後は増加を

期待しにくい。そのため、今後は、「15～64 歳（生産年齢人口）」も含めた女性や高齢者の社会参加率

を高めていくことが求められる。

日本の年齢４階級別⼈⼝（実績と推計）

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」
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②愛知県の人口

国勢調査における愛知県の人口は 2015 年まで増加が続き、約 7,483 千人となっている。

国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」では、更に

2020 年まで増加し、750 万人を超える見通しにある。その後、緩やかに減少していくものの、日本の

人口と比べるとピークは 10 年間遅く、また、その減少スピードも緩やかである。

愛知県の人口及び将来推計人口

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」
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人口動態を年齢４階級別に見ると、傾向は全国と大きく変わらないものの、「0～14 歳（年少人口）」

及び「15～64 歳（生産年齢人口）」の減少速度は緩やかである。一方、特に「75 歳以上」は 2015 年か

ら 2025 年にかけて急速に増加する見通しにあり、今後、高齢化を背景とした社会課題が顕在化してく

ることが懸念される。

また、「0～14 歳（年少人口）」が「65～74 歳」及び「75 歳以上」を下回るのは 2020 年以降であり、

国と比べて少子高齢化のスピードが 5 年ほど遅い。

愛知県の年齢４階級別⼈⼝（実績と推計）

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」
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③岡崎市の人口

国勢調査における岡崎市の人口は 2015 年まで増加しており 381,051 人となっている。2000 年から

2005 年の 5 年間で約 17,810 人増加、その後、2010 年までの 5 年間で 8,550 人と増加数が半減した。

しかし、2015 年までの 5 年間の増加数は 8,694 人となり、再び増加が加速している。

人口動態を年齢４階級別に見ると、「0～14 歳（年少人口）」は 1990 年以降一貫して減少しているも

のの、「65～74 歳」及び「75 歳以上」をそれぞれ 1 万人以上上回る。また、「15～64 歳（生産年齢人

口）」については、2005 年まで増加しており、国や県と比較して少子高齢化のペースは非常に遅い。た

だし、「65～74 歳」や「75 歳以上」は急速に増加しており、岡崎市においても、高齢化の波は着実に

迫っている。

岡崎市の⼈⼝（総数、年齢４階級別⼈⼝）

資料：総務省「国勢調査」
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１ 総人口

（１）推計の前提

基 準 年：2015（平成 27）年

推計期間：2050 年までの 35 年間

推計間隔：5 年刻み

推計対象：男女別 5 歳階級別人口

（２）推計方法

本推計ではコーホート要因法を採用した。

コーホートとは、同年に出生した集団のことをいい、その集団ごとの時間変化を軸に、人口の変動要

因を「出生」「死亡」「移動」に振り分けて、その変化をとらえる方法をコーホート要因法という。例え

ば、ある地域において観測された 20～24 歳の人口は、5 年後には 25～29 歳に達するため、こうした

年齢の集団を年次的に追跡し、その人口集団の軌跡の変化量、変化率を用いて推計を行う。

すなわち、5 年後の人口は、基準となる年次の年齢別人口に、年齢別の死亡率や移動率を仮定し、5

年後の 5 歳以上の人口を推計するとともに、5 年後の 0～4 歳人口については、子ども女性比（15～49

歳の女性人口に対する 0～4 歳人口の割合）をもとに算出することで求めることができる。

人口推計フロー

ステップ 1
基準年次（ｔ年）の性別、年齢別⼈⼝をもとに、その年から５年後までの年齢別⽣残率と純

移動率を⽤いて、t+5 年における 5 歳以上の人口を計算する。

↓

ステップ 2
t年の⼦ども⼥性⽐（15〜49歳の⼥⼦⼈⼝に対する 0〜4 歳人口の割合）を算出し、t+5

年の 15〜49歳の⼥⼦⼈⼝から t+5 年の 0〜4 歳人口を計算する。

↓

ステップ 3
求められた t+5年の 0〜4歳人口について、t年の 0〜4歳児性⽐を⽤い、男⼦と⼥⼦に分け

る。
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（３）利⽤データ（基準値）及び設定条件

①基準人口

2015（平成 27）年国勢調査の「男女別 5 歳階級別人口」について、年齢不詳人口を男女別 5 歳階級

別人口の構成比に合わせて振り分けた値を基準人口とした。

②⽣残率

「愛知県衛生年報」における、2010（平成 22）年～2015（平成 27）年までの当該市町村の「死亡

数」より算出した。

③純移動率

t 年の X 歳の基準人口に生残率を乗じて t+5 年の X+5 歳の期待人口を算出、t+5 年の X+5 歳の実勢

人口との差分を移動数と仮定し、t 年の X 歳の基準人口で除した値を純移動率の推計値とした。

一般的に純移動率は、推計の基準年である 2010（平成 22）年～2015（平成 27）年の算出値を用い

るが、岡崎市の場合、2009 年世界同時株安の影響で転出超過となったものの、近年は急速に V 字回復

し、転入超過している。そこで、直近である 2013（平成 25）年～2018（平成 30）年の値を採用した。

④将来の 0〜4歳人口

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」の当該市の将来

の子ども女性比（2020～45 年）を採用した。

なお、当該データは 2050 年の値がないため、2020～45 年の値をもとに直線回帰のあてはめを行い

算出した。

⑤将来の 0〜4歳人口の性比

2010（平成 22）年～2015（平成 27）年の出生実績から算出し、それが将来わたって固定であると

仮定した。

⑥将来の⽣残率

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」の当該市の将来

の生残率を採用した。

なお、当該データは 2050 年の値がないため、2020～45 年の値をもとに直線回帰のあてはめを行い

算出した。

⑦将来の純移動率

各ケースの推計値で固定した。
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人口推計に関する各種条件（総括表）

項目 本推計

利⽤データ

（基準値）

基準人口 2010，2015 年の 5 歳階級別人口（国勢調査）

⽣残率 2010〜2015年の男⼥別 5 歳階級別の死亡数から算出

純移動率 2013〜2018 年の純移動率の 5歳階級別推計値について⽣残率をもとに推計

設定条件 将来の 0〜4 歳人口 国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本の地域別将来推計⼈⼝（平成 30 年推計）」

の当該市の将来の⼦ども⼥性⽐を採⽤（2050 年は 2015〜2045 年までの推計値に線

形回帰を当てはめて算出）

将来の 0〜4 歳人口

の性比

2010〜2015年の出⽣実績に基づく算出値で固定

将来の⽣残率 国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本の地域別将来推計⼈⼝（平成 30 年推計）」

の当該市の将来の⽣残率を採⽤（2050 年は 2015〜2045 年までの推計値に線形回

帰を当てはめて算出）

将来の純移動率 基準値で固定
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（４）推計結果（総数）

2010 年から 2015 年において社会増が大きく増加した影響により、人口は 2035 年まで増加すること

となり、約 39.5 万人に達する見通しにある。これは、先に示した国及び愛知県の推計結果と比較しても、

人口のピーク年次が大幅に遅く訪れる結果となっている。

人口推計結果

※ 2015（平成 27）年までは国勢調査に基づく実績値

（５）年齢４階級別の推計結果

本市の労働力を支える「15～64 歳（生産年齢人口）」は既に減少傾向にあり、2015 年から 2035 年の

20 年間で約 4,400 人減少する見通しにある。また、「0～14 歳（年少人口）」は、生産年齢人口の 1/4 程

度しかないものの、20 年間で 5,000 人以上が減少していくため、人口規模を維持していくうえで大きな

懸念材料となる。

「65～74 歳」は、団塊世代が 75 歳を超えていくことが影響し、2020 年から減少していく。しかし、

団塊ジュニア世代が高齢者になる影響で、2035 年以降再び緩やかに増加する見通しにある。「75 歳以上」

については、急速に増加するものの、2030 年以降、その伸びは急速に鈍化する見通しにある。人口構成

で見ると、高齢化は進行し続けるものの、高齢者数で見れば、2025 年以降、増加のペースが非常に緩や

かになっていく。
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年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

※ 2015（平成 27）年までは国勢調査に基づく実績値（年齢不詳を含まない）

※ 各年齢区分の推計値については、1 の位の末尾を四捨五入したものであるため、加算したものが合計

値と異なる場合がある。

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

※ 2015（平成 27）年までは国勢調査に基づく実績値（年齢不詳を含まない）
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２ 地域別人口

（１）推計方法

「１人口推計」の推計方法を基準に市内の支所地域別による人口推計を実施した。

基準人口となる人口の出所が異なり、総人口と各支所地域の合計および各校区の合計は一致しないた

め、推計結果については人口構成比に合わせて補正を行い、両者の値を一致させた。

人口推計に関する各種条件

項目 総人口の推計 地域別人口の推計

利⽤データ

（基準値）

基準人口 2010，2015 年の 5 歳階級別人口

（国勢調査）

2010，2015 年の 5 歳階級別人口

（岡崎市企画課）

⽣残率 2010〜2015 年の男⼥別 5 歳階級別の

死亡数から算出

同左

純移動率 2013〜2018 年の純移動率の 5 歳階級

別推計値について⽣残率をもとに推計

同左

設定条件 将来の 0〜4 歳人口 国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本

の地域別将来推計人口（平成 30 年推

計）」の当該市の将来の⼦ども⼥性⽐を採

用（2050 年は 2015〜2045 年までの推

計値に線形回帰を当てはめて算出）

同左

将来の 0〜4 歳人口

の性比

2010〜2015 年の出⽣実績に基づく算出

値で固定

同左

将来の⽣残率 国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本

の地域別将来推計人口（平成 30 年推

計）」の当該市の将来の⽣残率を採⽤

（2050 年は 2015〜2045 年までの推計

値に線形回帰を当てはめて算出）

同左

将来の純移動率 基準値で固定 同左

地域別推計の対象地域

岡崎地域六ツ美地域

矢作地域

中央地域

大平地域

岩津地域

東部地域

額田地域
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（２）推計結果

市の中心部である中央地域及び岡崎地域の 2 つの地域については、今後も人口が増加し続ける見通し

にあり、2015 年から 2050 年にかけて、岡崎地域で 14 千人近く、中央地域で約 10 千人の増加が見込ま

れる。特に、岡崎地域については、矢作地域を上回り、市内第 2 位の人口規模の支所地域となる。

一方、東部地域、岩津地域、額田地域の 3 つの地域については、約 4 千人の減少が見込まれる。特に、

市内第 4 位の人口規模である岩津地域については、2050 年に六ツ美地域に抜かれる見通しにある。

地域別による人口推計結果

113,275
115,870

117,662
119,024 119,921 120,288 120,675 121,086

57,902
60,364

62,502
64,463

66,149
67,539

68,848
70,098

31,262 31,577 31,718 31,730 31,581 31,299 31,008 30,738

21,250 20,898 20,363 19,716 18,977 18,154 17,330 16,559

48,205 48,389 48,198 47,623 46,671
45,417

44,201 43,087

58,065 59,207 59,864 60,203 60,109 59,616 58,960 58,271

42,983 44,035 44,779 45,211 45,272 44,998

44,526 43,918

8,109 7,577 7,026 6,442 5,829 5,182 4,544 3,986

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

中央地域 岡崎地域 大平地域 東部地域

岩津地域 矢作地域 六ツ美地域 額田地域

本庁（人） 本庁以外（人）

（年）
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2015 年人口を 100 とした指数をみると、2050 年において、岡崎地域は 121.1 となり、今後も急速な

増加をたどることが見通される。中央地域も増加し続け、106.9 となる。

また、六ツ美地域、矢作地域、大平地域の 3 つの地域では、2050 年において 2015 年の人口をおおむ

ね維持できる見通しにある。

残りの岩津地域、東部地域、額田地域の 3 つの地域では、2050 年において、2015 年人口を割り込む見

通しにあるが、特に額田地域では 49.2 と半数にまで落ち込むことが見込まれる。

地域別による人口推計結果（2015年⼈⼝＝100 とした指数）

106.9

121.1

98.3

77.9

89.4

100.4
102.2

49.2

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

中央地域 岡崎地域 大平地域 東部地域

岩津地域 矢作地域 六ツ美地域 額田地域

2015年＝100

（年）
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□中央地域

「15～64 歳」は 2035 年まで現在の規模を維持するとともに、「0～14 歳」も 16 千人台で概ね推移す

る見通しにある。一方、「75 歳以上」は 2050 年までに倍増する見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

70,235 71,036 71,797 71,819 71,149
68,873 67,639 67,258

16,743 16,992

16,691 16,268

15,990

16,040 16,083

16,107

13,865 14,155

12,434 13,015
14,472

16,334 16,551

14,791

11,705

13,687

16,741
17,919 18,311 19,040

20,402

22,929
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40,000

0

10,000

20,000
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40,000
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70,000

80,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

（人）

（年）

15〜 64歳 0〜 14歳 65〜 74歳 75歳以上 （人）

14.8%

14.7%

14.2%

13.7%

13.3%

13.3%

13.3%

13.3%

62.0%

61.3%

61.0%

60.3%

59.3%

57.3%

56.1%

55.5%

12.2%

12.2%

10.6%

10.9%

12.1%

13.6%

13.7%

12.2%

10.3%

11.8%

14.2%

15.1%

15.3%

15.8%

16.9%

18.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

（年）

0〜 14歳 15〜 64歳 65〜 74歳 75歳以上

0〜14歳 15〜64歳 65〜74歳 75歳以上
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□岡崎地域

「15～64 歳」や「0～14 歳」は 2050 年まで増加する見通しにある。一方、「75 歳以上」は 2050 年ま

でに約 2.4 倍に増加する見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

37,289
38,260 39,121 39,968 40,262 40,020 40,173 40,481

8,820 9,184 9,265 9,119

9,159
9,274

9,313 9,323

6,326
6,802

6,454 6,755
7,486

8,394 8,605 8,252

5,079
6,118

7,662

8,621

9,242
9,851
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12,042
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15〜 64歳 0〜 14歳 65〜 74歳 75歳以上 （人）
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14.1%
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13.7%

13.5%

13.3%

64.4%

63.4%

62.6%

62.0%

60.9%

59.3%

58.4%

57.7%

10.9%

11.3%

10.3%

10.5%

11.3%

12.4%

12.5%

11.8%

8.8%

10.1%
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14.0%
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2015
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2025

2030

2035

2040
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2050

（年）

0〜 14歳 15〜 64歳 65〜 74歳 75歳以上

0〜14歳 15〜64歳 65〜74歳 75歳以上
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□大平地域

「15～64 歳」は 2025 年まで維持するものの、「0～14 歳」とともに 2050 年まで緩やかに減少する見

通しにある。一方、「75 歳以上」は 2030 年で一旦横ばいになるが、2045 年以降再び増加する見通しに

ある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

19,293 19,209 19,282 19,037 18,685
17,947

17,561 17,309

4,470 4,412 4,251 4,243 4,171 4,141 4,061 3,951
3,915

3,880
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56.6%
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11.4%

13.0%
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19.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2015

2020

2025
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2050

（年）
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0〜14歳 15〜64歳 65〜74歳 75歳以上
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□東部地域

「0～14 歳」及び「15～64 歳」は右肩下がりで減少していく見通しにある。一方、「75 歳以上」は 2035

年をピークに減少し、その後、2045 年から再び増加する見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

12,711
12,062

11,415
10,924

10,481
9,836

9,248
8,758
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2,610 2,571 2,442
2,267 2,139 2,016 1,894
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2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

（人）

（年）

15〜 64歳 0〜 14歳 65〜 74歳 75歳以上 （人）
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11.6%

11.4%
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17.9%
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□岩津地域

「0～14 歳」は右肩下がりで減少、「15～64 歳」は 2030 年以降急速に減少していく見通しにある。一

方、「75 歳以上」は 2030 年をピークに減少するが、2040 年から再び増加に転じる見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し

29,229 28,756 28,806 28,669
27,776
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22,929

7,736
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6,417

6,512

5,256
4,774

5,263

6,532
7,041

6,200

4,604

5,775

7,476
8,123 7,967

7,614 7,826

8,958

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

（人）

（年）
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□矢作地域

「0～14 歳」は右肩下がりで減少、「15～64 歳」は 2030 年以降急速に減少していく見通しにある。一

方、「75 歳以上」は右肩上がりで増加していく見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し
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□六ツ美地域

「0～14 歳」は右肩下がりで減少、「15～64 歳」は 2030 年以降急速に減少していく見通しにある。一

方、「75 歳以上」は右肩上がりで増加していく見通しにある。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し
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□額田地域

「0～14 歳」及び「15～64 歳」は急速に減少し、また、「65～74 歳」も減少していく見通しにある。

2050 年には 65 歳以上が人口の半数を超える。

年齢４階級別による⼈⼝⾒通し

年齢４階級別による⼈⼝構成の⾒通し
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（参考）超⻑期推計（⼈⼝）

（１）推計方法

「１人口推計」の推計をもとに、2100 年までの超長期推計を行う。「将来の 0～4 歳人口」や「将来の

率」などの設定について、長期での見通しが立てにくいことから、2050 年値で固定することとした。

人口推計に関する各種条件

項目 総人口の推計（2050 年まで） 超⻑期推計（2050 年以降、2100 年ま

で）

利⽤データ

（基準値）

基準人口 2010，2015 年の 5歳階級別人口

（国勢調査）

⽣残率 2010〜2015 年の男⼥別 5 歳階級別の死

亡数から算出

純移動率 2013〜2018 年の純移動率の 5 歳階級別

推計値について⽣残率をもとに推計

設定条件 将来の 0〜4 歳

人口

国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本の

地域別将来推計人口（平成30年推計）」

の当該市の将来の⼦ども⼥性⽐を採⽤

（2050年は2015〜2045年までの推計値

に線形回帰を当てはめて算出）

2050 年値で固定

将来の 0〜4 歳

人口の性比

2010〜2015 年の出⽣実績に基づく算出値

で固定

同左

将来の⽣残率 国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の「⽇本の

地域別将来推計人口（平成30年推計）」

の当該市の将来の⽣残率を採⽤（2050 年

は 2015〜2045 年までの推計値に線形回

帰を当てはめて算出）

2050 年値で固定

将来の純移動率 基準値で固定 同左
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（２）推計結果

2050 年以降の総人口は右肩下がりの減少を続け、2100 年には約 324,000 人になる見通しにある。そ

れはピークである 2035 年の約 394,500 人から 70,500 人減少するものとなる。

年齢区分別による人口を見ると、65 歳以上人口は 2050 年の約 122,200 人がピークとなり、その後緩

やかに減少していく。また、75 歳以上となると、その 5 年後となる 2055 年がピークになることが見込

まれる。

なお、「0～14 歳」は、「15～64 歳」が減少するため、ゆるやかに減少し続ける見通しにある。

超⻑期による⼈⼝推計結果（総数︓左軸、年齢４階級別による⼈⼝⾒通し︓右軸）
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人口構成比について、65 歳以上人口は、2055 年の 31.8％まで増加し続けるが、その後、31.2～31.7％

を推移し、収束傾向をたどる見通しにある。

また、0～14 歳人口及び 15～64 歳人口についても、同様な年次に安定していく。

超⻑期による⼈⼝構成⽐の⾒通し
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３ 世帯数

（１）推計の前提

基 準 年：2015（平成 27）年

推計期間：2050 年までの 35 年間

推計間隔：5 年刻み

推計対象：世帯総数

※なお、世帯総数は以下の構成比の大きい家族類型の合計値として算出する。

○夫婦のみの世帯

○夫婦と子供から成る世帯

○ひとり親と子から成る世帯

○単独世帯

〇その他（上記 4 類型以外）

（２）推計方法

将来世帯数の検討にあたっては、世帯主率法を用いて性別年齢 5 歳階級別家族類型別に 5 年刻みの推

計を実施した。世帯主率法は、世帯数が世帯主数と等しいことを利用して、人口に世帯主率（人口に占め

る世帯主数の割合）を乗じて世帯主数を求めるものであり、国立社会保障・人口問題研究所で行われてい

る世帯推計でも採用されている。

世帯数推計フロー

ステップ 1
世帯主の年齢５歳階級別・家族類型別世帯数を、年齢５歳階級別⼈⼝で除し、年齢５歳階級別・

家族類型別世帯主率を求める。

↓

ステップ 2
複数年次の年齢５歳階級別・家族類型別世帯主率に近似直線を当てはめてトレンドを算出し、将来

の年齢５歳階級別・家族類型別世帯主率を求める。

↓

ステップ 3
求められた将来の年齢５歳階級別・家族類型別世帯主率に年齢５歳階級別将来推計⼈⼝を乗じ、

将来の年齢５歳階級別・家族類型別世帯主数を求める。

↓

ステップ 4 世帯主数＝世帯主であることから、将来世帯主数が導出される。

なお、本推計の家族類型については、構成比の大きい以下の４つを採用する。

○夫婦のみの世帯

○夫婦と子供から成る世帯

○ひとり親と子から成る世帯

○単独世帯
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（３）推計結果

人口が 2035 年をピークに減少に転じる一方、世帯数は 2050 年まで増加し続ける見通しにあり、2015

年から 2035 年までの 20 年間で約 29,000 世帯増加する。また、一世帯あたり人口は減少し続ける。

これらは、単独世帯や夫婦のみ世帯の増加が大きく影響している。単独世帯は、同様な 20 年間で約

24,000 世帯も増加し、夫婦と子供から成る世帯を抜き、世帯類型で最も多くなる。夫婦のみ世帯は、単

独世帯ほどではないものの、約 8,800 世帯増加する見通しにある。

世帯主が 65 歳以上の単独世帯及び夫婦のみ世帯について再集計すると、2015 年の約 27,000 世帯から

2035 年には約 46,500 世帯まで増加し、高齢者のみの世帯が急増することが見通される。

世帯数及び世帯あたり人員の推計結果
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世帯類型別世帯数の推計結果

世帯類型別構成の変化
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４ 人口推計結果から導き出される課題

□総人口

人口は 2035 年まで増加していく見通しにあるが、これは国が 2010 年、愛知県が 2020 年にピーク

を迎えることと比較して大幅に遅い。そのため、今後も当面は人口増加を前提としたまちづくりが求め

られる。

□年齢 4階級別人口

総人口と同様、国や愛知県と比較して少子高齢化の進行速度が大幅に遅い。2030 年までは「15～64

歳（生産年齢人口）」の減少は 1 万人あまりにとどまり、労働力や地域活動の担い手は大きく減少しな

い見通しにある。そのため、「65～74 歳」も含めた社会参加を促進することで、担い手不足は解消され

ると考えられる。

ただし、「75 歳以上」は 2015 年から急速に増加し、2030 年までに 1.6 倍以上に増加する見通しに

ある。そのため、今後、高齢化を要因とした社会課題が顕在化してくると考えられるため、人口が安定

的に増加する今のうちに高齢社会に対応可能な仕組みづくりを進めていく必要がある。

□地区別人口

今後も人口が増加し続ける中央地域や岡崎地域と、右肩下がりで減少する額田地域、東部地域、岩津

地域で人口動態の格差が拡大していく見通しにある。そのため、地域によって顕在する社会課題は大き

く異なってくると考えられることから、地域の実情を適切に見極めた政策を検討していく必要がある。

□世帯数

世帯数は今後も当面は増加していく見通しにあるため、当面は住宅・土地需要の増加に対応した施策

検討が必要となる。また、人口推計では全市一律の傾向が見られなかったことから、地域や校区の単位

で世帯数の動向を観察していくことも必要と考えられる。

世帯構成をみると、単独世帯や世帯主 65 歳以上の単独世帯・夫婦のみ世帯が急増することから、社

会との孤立を起因とした問題が発生していく懸念があり、対策を講じていくことが必要である。
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